
出力電圧２．３Ｖ～１２Ｖ可変　出力電流最大６Ａ

可変スイッチング電源キット
ＭＰＤ７Ｋ０１９Ｓ使用　高効率９６．５％



■製作■

　部品配置図に従い、背の低い部品から取り付けます。　

　ＶＲ１は、用途により、可変抵抗、半固定抵抗のどちらかを１つ取り付けます。

　可変電圧電源として使用する場合は可変抵抗を付け、　設定した電圧を変更しない場合は半固定抵

抗を取り付けます。

　　　　　　　　可変抵抗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　半固定抵抗　

　　　　　　　　　　　　　←半田付け

■部品配置図■

　電解コンデンサＣ１，２，３は、極性がありますので、注意してください。

　電解コンデンサは、本体側面にー（マイナス）の帯印がある方がー（マイナス）です。　　

　基板のＣ１，２，３取り付け個所には、ー（マイナス）の穴が２か所あります。コンデンサの足の幅に

　あわせて、ー（マイナス）穴のどちらか一方に、コンデンサの ー（マイナス）を挿入してください。

　（＋プラスの穴は、１つです。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２－



■入力端子と出力端子■

　基板印刷のＣＮ１が入力端子、ＣＮ２が出力端子です。それぞれ基板に＋とーの印がありま

すので、間違えない様に接続してください。

　ＣＮ１，２は、ネジをゆるめて線を差し込み、ネジを締める事で、固定されます。

■電圧可変　ＶＲ１について■

　ＶＲ１を、右に回すと出力電圧が上り、左に回すと出力電圧が下ります。

ＶＲ１は、左いっぱいに回した状態で電源を入れ、徐々に右に回し希望の電圧に設定してください。

　半固定抵抗は、２５回まわして、０Ωから最大Ωまで変化します。

０Ωと最大Ωの所はクリック音がしますが、さらに回す事が出来ますので、クリック音の所以上

に無理に回さないで下さい。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　●注意●

　出力側に電解コンデンサが付いています。そのため、出力電流が少ない時は、ＶＲ１をまわして

電圧を下げても、コンデンサに電荷が残っている為、電圧が非常にゆっくり下がりますので、注意

してください。

■参考資料■
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